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アセスメントとして定期的に絵を描く機会を設けて、その結果を分析することにより、児童生徒が伝えたい気持ちや言葉にならな
い気持ち、児童生徒自身も気づいていない潜在的な気持ちに教師が気づき、特に発達の偏りが大きい児童生徒の実態把握
ツールの一つとして活用し、児童生徒一人ひとりの現状に適した支援方法や指導方針を検討すること。
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研究方法

１点目として、アセスメントとして描画を用いることで、教師による児童生徒のアセスメントが可視化され、日々の教育活動を通した教師の実態把握と観察
力の意義を再認識できた。今回、バウムテストの分析方法をもとに解釈を行うと、目新しいことが描画の分析でわかるわけではなかったことから、アセスメ
ントツールの活用は、生徒の実態把握の取っ掛かりであって、日頃の教師の観察力、情報収集力が生徒理解に欠かせないものであることが理解できる。
２点目として、教師が児童生徒の支援の在り方について新たな気づきを得ることができた。学校生活は、生徒と教師との共同生活の場でもあり、一緒に
いるからこそ気づかない、または、忘れてしまう生徒のよさや困難さがある。それが描画に表れているケースがあった。児童生徒の支援の原点に立ち返る方
法には、視覚的に理解しやすい描画を用いたアセスメント技法が適しているのではないかと思える。
３点目として、今回の実践で教師間のコミュニケーションを活性化できた。その理由として、対面で話をするよりも、描画という同じ対象に向かって話す方
が心理的負担を感じないことや、様々なアセスメントツールがある中で、描画は数値や文字がないからこそ自由に発言しやすいことが推測される。生徒一
人ひとりのニーズに適した支援及び指導を行うために、描画を媒介にして、教師同士が効果的な情報共有や意見交換を行う場を設定することは有効で
あるという結果が得られた。
本実践を通して、描画でのアセスメントによって学校生活の中では気付きにくい児童生徒のよさや困難性に気づくことができ、その実態を基に、児童生徒
に適した支援方法や指導方針を検討することができた。今後の課題としては、描画のアセスメントを活用した児童生徒の内面的な成長を促す教育活動の
検討である。

考察・展望

（１）実施日
令和２年度６月・９月

（２）対象
本校中学部生徒 18名 （1年生６名・２年生６名・３年生６名）

（３）研究方法
児童生徒が描いた「木」をバウムテストの理論に基づいて分析。
その結果を基に、児童生徒に適した支援方法や指導方針を検討。

結果


